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カタログの最新バージョン

当社のカタログの最新バージョンは、当社のWebサイトのダウンロードページでいつ

でもご入手いただくことができます。

免責事項

この出版物は細心の注意の元編集されており、すべての情報の正確性が確認されて

います。 ただし、不正確または不完全な情報については責任を負いかねます。 当

社は、製品の機能強化を目的として情報および技術データを変更する権利を留保し

ます。 書面による同意がない限り、転載または複製は部分的にも許可されません。C100493
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1.1 本手順書の用途

1.2 対象ユーザー

1.3 補足資料

本手順書は、ギアラック及び駆動部品の据付方法について説明します。

当社は以下のユーザーグループを定義しています。

• 装置メーカー

• 装置ユーザー

装置メーカーは当社の直接の顧客です。当社の部品を装置に組み込み、最終製品を

装置ユーザーへ販売します。したがって本手順書は主に装置メーカーを対象とし

ています。

寸法や詳細情報はギアラックカタログに記載があります。

(www.schneeberger.com/ja/ダウンロード)

ギアラックの据付には、本手順書を読解した組立工等、適切に訓練された専門家が

行ってください。

当社のギアラックは、高精度の直線動作用部品です。使用環境温度範囲は-40℃

～+80℃でなければなりません。当社ギアラックを安全関連部品として使用しないで

ください。

保管

組立

修繕

他

ギアラックは元のパッケージに保管し、湿気や損傷から保護してください。

組立時には、全ての部品を同じ室温に保ってください。

修理には当社の部品のみを使用してください。

事故防止の為、国が定める規制・基準・ガイドラインを遵守してください。

製品が適切に機能することを確認する為に、外寸と据付場所の公差、潤滑や

環境条件も遵守してください。 

1	 本手順書について

2	 安全のために

2.1 作業者認定

2.2 使用目的

2.3 一般的な安全対策

潤滑剤は国が定める規制に従って廃棄してください。

2.4 環境への責任
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ギアラックドライブの高効率な機能は、高推力軸に最適です。この駆動剛性は

全長にわたって一定であり、2 mを超えるロングストロークに対しても非常に

費用対効果に優れています。

ラックアンドピニオンシステムでは、固定ギアラック上で動くピニオンによって

スライドウェイが駆動されます。ストレートとヘリカルギアラックには基本的な

違いがあります。当社は、標準的な寸法とは別に、あらゆる断面にメートルまたは

モジュールピッチを提供します。ワンピースの最大長は3000 mmです。これは、任意

の順序で接続できることを意味します。

ギアラックは、顧客の要件に応じてフライス加工または研削することができます。 

特定の機能は、異なる材料と硬化プロセスを使用できることです。適用する荷重に

応じてソフト、高周波、浸炭焼き入れまたは窒化処理ギアラックを選択できます。

寸法や詳細情報はギアラックカタログに記載があります。より詳細な情報は

関連図面に含まれます。(www.schneeberger.com/ja/ダウンロード)

3	 概要説明

3.1 基本事項

3.2 部品詳細

 i
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装置および支持面は脱脂後、オイルストーンで表面きれいにする必要があります。

ギアラックには防錆処理されていますので、組立前に除去する必要があります。

汚れは作業に悪影響を及ぼす為、清潔で乾燥した環境で行ってください。

スライドウェイの取付面をオイルストーンできれいにしてください。

装置ベッドのネジ穴からはグリースを除去しないでください。(締め付け時の

摩擦が大きくなり必要な予圧に達しない場合があります。もし除去してしまった

場合にはグリースを少量塗布してください。)

洗浄後、ギアラックを装置ベッドに置き温度を揃えてください。

ギアラックは出荷時に防錆処理が施されている為、元のパッケージに1年以上

保管しないでください。長期間の場合には乾燥した恒温室に保管する必要がありま

す。輸送する際には、以下の点に留意してください。 

• 元のパッケージで輸送する。

• 長尺ギアラックは曲げの影響を避ける。

• 衝撃や湿気から保護する。

4	 保管と輸送

5	 据付調整の準備

5.1 クリーニング
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• 保護具、保護手袋

• トルクレンチ

• 固定ネジ

• オイルストーン

• クリーニングクロス

• シャコ万力

• 標準組立ルーツ 

ギアラックを取り扱う際には、ケガや接触腐食を防ぐ為に保護手袋を着用してくだ 

さい。ギアラックを据え付ける際にリフト装置が必要になる場合があります。

適切な装置が利用可能であることを事前に確認してください。ギアラック固定時

には以下のシリンダネジとダボピンが必要です。

ギアラックは汚れや外部損傷を事前にチェックする必要があります。損傷または汚

れのあるギアラックを装置に取り付けないでください。

許容締め付けトルクは12章に記載があります。

モジュール シリンダネジ ダボピン*

2 M6 6 m4

3 M8 8 m5

4 M10 8 m6

5 M12 12 m8

6 M16 16 m8

8 M20 20 m10

10 M30 20 m10

12 M36 20 m10

*取外し作業を容易にする為、メネジ付きのダボピンを推奨します。

強度クラス10.9のネジはソフトラックまたは高周波焼き入れラックに、強度

クラス12.9のネジは浸炭焼入れ及び総焼き入れに使用する必要があります。.

5.2 必要な工具類

5	 据付調整の準備

5.3 外観チェック
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ギアラックには、装置のベッドにしっかり接触する様に設置面と接触面の間に面取

があります(図1)。ストッパバーが先にガイドブロックと整列しいる場合、ギラック

は可能な限り最適に調整されます。最初のギアラックを装置ベッドに取付け、中央

に揃えてシャコ万力で取付面に固定します(図2)。

図1

図2

6	 据付調整

6.1 ギアラックの組み立て

i
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• 固定ネジを取り付けてください。(完全には締めないでください。)

• 装置のガイドウェイに沿ってギアラックの接触面を配置します。

• 中央から外側に向かって適切なトルクで固定ネジを締めます。(12章参照)

• 次のギアラックを取り付ける前に、平面度とジョイント部を確認してくだ 

さい。ギアラックを取付、対応するネジ穴の上に配置します。

• 標準組立ルーツを取付け、軽く固定します。

• ギアラックを設置面に固定します。

• 取付方向に最初の固定ネジを挿入します。

• 取付方向に最適なトルクでネジを締めます。

• 同じ手順で残りの固定ネジを取り付けます。

• 全てのシャコ万力と組立ツールを取り外します。

• 同じ手順を繰り返し、残りのシリンダーネジも取り付けます。シャコ万力は 
取り外せます。

注:

ロックタイト243等ネジのゆるみ止め接着剤を使用する事を推奨します。

6	 据付調整
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ギアラックは任意の順序で取り付けることができます。ギアラックが1mより短い場

合、ダボピンも必要です。ギアラックを接続する場合にはオーダーコードが同じも

ののみを使用してください。

ピニオンがジョイントの上を転がる際に詰まらないようにギアラック上で軸方向に

調整する必要があります。これを行うには、残りのラックの間隔に対応して隣接す

るラックの許容されるピッチ誤差内で移動するように間隔を設定する必要がありま

す。

このため標準組立ツールを使用して据付調整する必要があります。標準組立ツール

はカウンターギアを備えた短いラックセグメントです。ガイドレールが直交して位

置合わせされた後、シャコ万力を使用してギアに引き込みます。これにより互いに

軸方向に位置合わせされます。この調整を行うためには位置合わせされたセグメン

トの少なくとも1つをわずかに軸方向に動かす必要があります。

• ダイアルゲージブラケットを装置のスライドに固定します。

• 測定用ピンゲージをジョイント(B)とその左側(A)と右側(C)のギアラックに入

れ、 それぞれの高さの差を測定します。許容される値はギアラックの品質によ

って異なります。

• ジョイント(B)はギアラックの上限と下限(AとC)の間に位置する必要があります。

• 偏差がある場合には、銅製のテーパーパンチをジョイント最初のネジ穴に当

て、ギアラックを軸方向に移動させてダイヤルゲージの高さが公差内のになる

よう調整するこよにより平行度を最小測定値に合わせます。

• ジョイントが正常に確認されたら、シャコ万力を再度締め付け、シリンダネジ 

を規定トルク(6.1参照)で締め付けます。

• 他のギアラックも同じ手順で確認します。

• シャコ万力を取り外します。

注:

トルクがテンションギアまたは2つのギアホイールが同じギアラックに噛み合うシ

ステムを介して伝達される場合、トルク全体がネジの予圧を超えてはなりません。

6	 据付調整

6.2 走行精度の確認
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• 装置ベッドにギアラックの穴に合わせてピン穴を開けます。

• 全ての穴をダボピンの公差寸法に仕上げます。(5.2参照)

• 切粉を取り除きます。

• 最後にダボピンでギアラックを固定します。

正

誤 (ギアラックとホイールを合わせないでくださ
い。)

誤 (ギアラックとホイールを合わせないでくださ
い。)

正

6.3 ピン留め

• 必要に応じてギアラックのギアの歯面からグリースを除去します。

• ギアの歯面にタッチアップペイントを塗布します。

• ピニオンが塗布されたギアを乗り越える様に装置のテーブル(ステージ)を数回 

動かします。

• この作業中にギアラックがスムースに動くことを確認してください。

• 走行中のエネルギー消費と走行ノイズは全ストローク内で同じでなければなり 

ません。

• ジョイント部が走行へ影響しない事も確認が必要です。

• ギアの歯面からタッチアップペイントが除去された領域を確認します。

• 下図に示されるパターンを使用してギアの調整を評価します。

• 必要に応じてギアラックの再調整を行います。

• ピッチ精度はジョイントのギアラックを確認します。

注:

取外し作業を容易にする為、メネジ付きのダボピンを推奨します。

6.4 最終チェック

6	 据付調整

 i
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ラック駆動が正常に機能し続けることを保証するには、使用条件に適した潤滑剤に

よる十分な潤滑が必要です。潤滑剤は摩耗や腐食から保護し、摩擦を減らします。

装置設置時初期の注油とは別に、定期的な注油が必要です。通常、注油には電動の

潤滑カートリッジが使用されます。潤滑グリースNLGI 00～NLGI 0は、駆動

ピニオンまたはフェルトピニオン付きギアラックに塗布されます。フェルト

ピニオンは経年で硬化し、摩耗や裂傷の影響を受けるため定期的チェックして

必要に応じて交換する必要があることに注意してください。

推奨される潤滑剤はKluberMicrolube GB 0です。潤滑剤が少なすぎると、駆動

システムの寿命が短くなりますので、装置が適切に潤滑されていることを常に

確認してください。

潤滑が不十分だと歯の寿命が短くなります。

ピニオンとギアラックの隙間が正しく設定されている事を確認する必要があります。

フリーホイールにする際にはガイドブロックを移動距離にわたって均等に移動する

必要があります(取付中にガイドブロックが歪まないようにしてください)。垂直軸

では、手順に従って装置テーブルを固定する必要があります。

ジャムが発生した場合には、ダイアルゲージを用いてギアラックとガイド間の距離

を再度測定する必要があります。

駆動システムがインストールされている装置は、メンテナンス中に停止する

必要があります。メンテナンス作業前にかならず装置の電源を切ってください。垂

直軸の場合、手順に従ってスライドウェイを固定する必要があります。

• 目視により外部損傷及び漏れ潤滑がないか、システム全体の確認を徹底しま

す。

• ピニオンとギアラックをクリーニングします。

• 損傷または漏れ潤滑がある部品はすぐに修理・交換する必要があります。

7	 潤滑

8	 ピニオン/ギアラックの動作条件

9	 メンテナンス

9.1 装置停止、準備

9.2 目視検査

i
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棄

駆動システムがインストールされている装置を停止します。作業前に必ず電源を切

ってください。作業者や装置に危険を及ぼすことなく、ギアシステムを分解できる

ことを確認してください。

ギアラックとギアユニットの分解は、訓練を受けて必要な知識を備えた専門家のみ

が行ってください。垂直軸の場合には手順に従って装置テーブルを固定する必要が 

あります。

ギアラックとギアユニットを分解する際には、装置テーブルのポジティブロック装

置を外す必要があります。装置テーブルが垂直軸に対して適切に固定されてい 

ない場合、自重により落下する恐れがあります。

固定ネジは元に戻す必要があります。その後、適切なツールを使用してギアラック

をピン留め金具から取り外すことができます。

• ギアシステムと周辺部品が損傷しない様慎重にギアラックを取り外します。

• 元のスペアパーツのみを使用する必要があります。当社は、非OEM部品につい 

ては一切の責任を負いません。

• ギアラックを交換する際は新しいネジ(5.2参照)とピンを使用して固定します。

• 6章に従って予備のギアラックを取り付けます。

• 5.2で指定されたものよりも大きいダボピンを選択します(5.2では標準サイズの

みが示されています)。

• すべての穴を正しい公差寸法に広げます。

• ダボピンでギアラックを固定します。

環境への配慮

ガスケット

金属

ホース 

フェルト歯車

潤滑剤は、土壌と水を汚染する可能性のある有害物質です。国が定めるガイド

ラインに従って廃棄してください。ポリグリコールをリサイクル用の鉱油と混合し

ないでください。

ガスケットは複合材料(金属/プラスチック)として廃棄してください。

駆動システムは可能な限り以下の様に分離してください。

• スチール

• アルミニウム (ハウジング、 カバー) 

• 非鉄金属 (モーターコイル).

プラスチックと同じ方法で廃棄してください。

フェルト歯車は、油を含む残留廃棄物と同じ方法で廃棄する必要があります。

10	 分解

11	 廃棄

10.1 分解準備

10.2 ギアラックの取り外し 

10.3 ギアラックの交換
 i
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ヘッドレスネジDIN EN ISO 898-1に指定されている締め付けトルクは算術値であり、

摩擦係数μ=0.125には適用されません。

強度クラス10.9のネジは、ソフトまたは誘電硬化ギアラックに使用し、強度クラス

12.9のネジは表面硬化及び完全硬化ギアラックに使用する必要があります。

MoS2を含むグリースでネジを潤滑し、トルクレンチを使用して締め付けると、

より均一な予圧が得られます。

注:

グリースを使用すると摩擦係数が半分に低下する場合があります。

それに応じてトルクを下げる必要があります。

強度クラス 締め付けトルク(Nm)

M6 M8 M12 M16 M20 M30 M36

10.9 13 31 108 265 540 1970 3600

12.9 16 40 135 330 660 2300 4100

12	 締め付けトルク
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EUROPE

AUSTRIA
Haberkorn GmbH
6961 Wolfurt
Phone: +43 5574 695-0
Fax:   +43 5574 695-99 
info.wolfurt@haberkorn.com

BULGARIA / MACEDONIA
Atlas Technik EOOD
Hippodroma, Bl. 139B, Eing. A, App. 6
1612 Sofia, PB 51
Bulgarien
Phone  +359 2 859 76 81
Fax   +359 2 859 76 81
Mobile +359 8 852 32 595
E-Mail: al_popoff@atlas-technik.com

CROATIA
Haberkorn CRO d.o.o.
10431 Sveta Nedelja
Phone  +385 1 333 5870
Fax.  +385 1 337 3902
E-Mail: info@haberkorn.hr

CZECH REPUBLIC
INOMECH s.r.o. .
Martina Koláře 2118
390 02 Tábor
Phone  +420 381 252 223
E-Mail: inomech@inomech.com

DENMARK
HERSTAD + PIPER A/S
Jernholmen 48c
2650 Hvidovre
Phone  +45 367 740 00
Fax   +45 367 777 40
E-Mail: mail@herstad-piper.dk

FINLAND
EIE Maskin OY
PL, 80 Asematie 1
10601 Tammisaari
Phone  +358 192 239 100
Fax   +358 192 239 199
E-Mail: info@eie.fi

FRANCE
Region Rhône-Alpes
Groupe BARET
6 avenue du 11 novembre 1918
69200 Venissieux
Phone  +33 4 78 77 32 32
Fax   +33 4 78 00 90 00
E-Mail: contact@baret.fr

Regions Ile de France,  
Normandie, Bretagne
Groupe LECHEVALIER
56 rue Jean Mermoz
Parc d›activités de la Bretèque
76230 Bois-Guillaume Cedex
Phone  +33 2 35 12 65 65
Fax   +33 2 35 59 89 97
E-Mail: contact@lechevalier-sa.com

Region Nord Pas de Calais
LEFRANC LTL «Le Panetier»
35, rue Pierre Martin
Parc d›Activités de l›Inquétrie
62280 Saint Martin Boulogne
Phone  +33 3 21 99 51 51
Fax   +33 3 21 99 51 50
E-Mail: lefranc.boulogne@lefranc-sa.fr

GERMANY
BGP-Blazevic Geradlinige Präzisionstechnik
Stipo Blazevic
Auerbacher Straße 8
93057 Regensburg
Phone  +49 941 463 704 0 
Fax  +49 941 463 704 50
Mobile  +49 151 401 126 25
E-Mail: info@bgp-blazevic.de

EUROPE

HUNGARY
Haberkorn Kft.
Asztalos Sándor u.12
Budapest, 1087
Phone  +36 13030325 
Fax   +36 1/3030262
E-Mail: office@haberkorn.hu

ITALY
Gruppo Rinaldi
Via Campana, 233G
80078 Pozzuoli (NA)
Phone  +39 081 853 085 6
Fax   +39 081 303 049 8
E-Mail: info@grupporinaldi.it

Nadella S.r.I.
Via Melette, 16
20128 Milano
Phone  +39 022 709 329 7
Fax   +39 022 551 768
E-Mail: customer.service@nadella.it

NORWAY
EIE Maskin AS
Tvetenveien 164
0671 Oslo
Phone  +47 675 722 70
Fax  +47 675 722 80
E-Mail: elmeko@elmeko.no

POLAND
TECHNIKA LINIOWA
Rollico Rolling Components
UI. Cegielniana 21
42-700 Lubliniec
Phone  +48 343 510 430 
Fax  +48 343 510 431
E-Mail: rollico@rollico.com

ROMANIA
Meximpex SRL
4, Burebista Blvd., 
bl. D13 sc. A et 2 ap. 9-10
031108 Bucharest
Phone  +40 213 166 843 /44
Fax   +40 213 166 846
E-Mail: office@meximpex.ro 

RUSSIA
Bearing Alliance, TD 
121069 Moscow
Phone  +7495 987 32 92 add 114, 
   8 800 100 42 92
Fax.  +7495 987 32 92
E-Mail: 114@9873292.ru

SERBIA/MONTENEGRO
Haberkorn d.o.o.
Kralja Petra I, 59
21203 Veternik,
Phone   +381 21 820 188
Fax   +381 21 820 071
E-Mail: office@haberkorn.rs

SLOVAKIA
KBM, s.r.o.
Juraj Hajovsky
Zitná 13
010 04 Zilina
Phone  +421 417 070 324
Fax   +421 417 070 333
Mobile  +421 090 585 1465
E-Mail: jhajovsky@kbm.sk

SLOVENIA / BOSNIA HERZEGOVINA
Haberkorn d.o.o.
Vodovodna ul. 7
2000 Maribor
Phone  +386 2 320 67 10
Fax   +386 2 320 67 30
E-Mail: info@haberkorn.si

 

EUROPE

SPAIN / PORTUGAL
TECNOMECA-KIDELAN-DEXIS 
Pol lndustrial ltziar 
20829 DEBA (Gipuzkoa) 
Phone  +34 943 199 201
Phone  +34 943 199 273
E-Mail: tecnomeca@tecnomeca.com

SWEDEN
EIE Maskin AB
Box 7
12421 Bandhagen
Phone  +46 87 278 800
Fax   +46 87 278 899
E-Mail: eie@eie.se

TURKEY
Birlik Rulman (Paz.ltd.sti.)
Mumhane Cad. No: 16
80030 Karakoy-Istanbul
Phone  +90 212 249 54 95
Fax   +90 212 244 21 40
E-Mail: birlik@birlikrulman.com 

Mustafa Kozanlı Mühendislik Ltd. Şti.
Çalı Kavşağı Alaaddinbey Cad. No: 7 
16130  Nilüfer / BURSA
Phone      +90 224 443 26 40
Fax            +90 224 443 26 39 
E-Mail: satis@kozanli.com.tr

ASIA 

TAIWAN / REPUBLIC OF CHINA
Ever Bright Systems Co., Ltd.
1F., No. 52, Lane 10, Chi-Hu Road
11492, Taipei 
Phone  +886 2 2659 7881  
Fax  +886 2 2659 7831
E-Mail: sales@everbright.com.tw 

INDIA
Jagat Enterprise
83, Narayan dhuru street, 3rd floor, Mazjid Bun-
der
Mumbai - 400 003
Phone  +91 2223421941
Fax  +91 2223413405
E-Mail: jagatent@gmail.com

M.R. Bearing Company
MR Complex, 224 Linghi Chetty Street Parrys,
Chennai - 600001
Phone  +91 4425232847
Fax  +91 4425264497
E-Mail: info@mrbearing.in

AUSTRALIA / NEW ZEALAND
 
Benson Machines
118 Carnarvon Street
NSW 2128 Silverwater
Australia
Phone  +61 1800 68 78 98
Fax   +61 (02) 9737 9707
E-Mail: info@bensonmachines.com 

SOUTH AFRICA

Fischli & Fuhrmann Ltd.
P.O Box 253
1600 Isando Gauteng
Phone  +27 119 745 571
Fax   +27 119 745 574      
E-Mail: info@fifu.co.za

SOUTH AMERICA

Ibatech Tecnologia Ltda.
Estrada da Arrozeira, 90 – Residencial Eldorado
92990-000 Eldorado do Sul
Brazil
Phone  +55 51 3337 2870 (RS)
Phone  +55 19 3483 0007 (SP) 
E-Mail: vendas@ibatech.com.br

 SCHNEEBERGER Agencies
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SCHNEEBERGER AG
Lineartechnik
St. Urbanstrasse 12
4914 Roggwil/BE

SCHNEEBERGER GmbH
Gräfenau
75339 Höfen/Enz

SCHNEEBERGER S.r.l.
Via Soldani 10
21021 Angera (VA)

SCHNEEBERGER Inc.
44 Sixth Road,
Woburn, MA 01801-1759

SCHNEEBERGER India Pvt. Ltd. 
Office No. 4.20
91 Springboard Business Hub Pvt Ltd
175 & 176, Dollars Colony, Phase 4, JP Nagar, 
Bannerghatta Main Road, Banglore,  
Karnataka, 560076
India

+41 62 918 41 11
+41 62 918 41 00

+49 7081 782 0
+49 7081 782 124

+39 0331 93 20 10
+39 0331 93 16 55

+1 781 271 0140
+1 781 932 4127

+91 73 0454 0119

info-ch@schneeberger.com info-d@schneeberger.com info-i@schneeberger.com info-usa@schneeberger.com info-in@schneeberger.com

Nippon SCHNEEBERGER K.K.
Crane Toranomon Bldg 7F 
3-20-5 Toranomon, Minato-ku
Tokyo 105-0001

日本シュネーベルガー株式会社
〒105-0001
東京都港区虎ノ門3-20-5
クレイン虎ノ門ビル7階

SCHNEEBERGER 
(Shanghai) Co., Ltd.
Rm 606, Shang Gao International 
Building
No. 137 XianXia Road
200051 Shanghai

施耐博格（上海）传动技术有限公司
上海市长宁区
仙霞路137号盛高国
际大厦606室，上海 200051

SCHNEEBERGER Korea Ltd.
Garden5 Tool
10, Chungmin-ro, 
 Songpa-gu, Seoul, 
Korea 05840

슈니베거코리아 유한회사
05840 서울시 송파구 충민로 10
가든파이브 툴관 10층

SCHNEEBERGER Linear  
Technology Pte. Ltd. 
38 Ang Mo Kio Industrial 
Park 2
#01-04, Singapur 569511

SCHNEEBERGER LINEER TEKNOLOJİ Tic. 
ve Ltd. Şti.
Ataköy 9. Kısım Mah.
Yüzücü Talat Yüzmen Sokak No:6
Yunus Emre Sitesi S3 A-Blok D:2
Bakirkoy 34158 Istanbul
Türkei

+81 3 6435 7474
+81 3 6435 7475

+86 21 6209 0027
+86 21 6209 0102

+82 2 554 2971
+82 2 554 3971

+ 65 6841 2385
+ 65 6841 3408

+90 (0) 216 511 56 55
+90 (0) 545 320 83 55

info-j@schneeberger.com info-cn@schneeberger.com info-kr@schneeberger.com info-sg@schneeberger.com info-tr@schneeberger.com

SCHNEEBERGER 
Mineralgusstechnik s.r.o
Prumyslový park 32/20
350 02 Cheb – Dolní Dvory

SCHNEEBERGER Changzhou 
Precision Systems Co. Ltd. 
137 Hanjiang Road 
Changzhou New district  
213000 Changzhou, Jiangsu

施耐博格（常州）测试系统有限公司
汉江路137，常州新区，常州213022

A.MANNESMANN
MASCHINENFABRIK GmbH
Bliedinghauser Str. 27
42859 Remscheid

+420 354 400 941
+420 354 400 940

+86 519 8988 3938
+86 519 8988 5115

+49 2191 989-0 
+49 2191 989-201

info-mineralguss@schneeberger.com info-mineralcasting@schneeberger.com mail@amannesmann.de

+43 676 935 1035 +31 6 5326 3929 +31 6 5326 3929 +33 6 33 12 14 26 (West)
+33 7 72 55 06 74 (Ost)

+44 77 8814 5645

info-a@schneeberger.com info-nl@schneeberger.com info-nl@schneeberger.com info-f@schneeberger.com info-uk@schneeberger.com

+972 5 0551 7920 +420 6 0278 4077 +7   985 960 85 53
+38 050 407 6789
+37 529 860 0410

+34 69 559 05 99  

info-il@schneeberger.com info-cz@schneeberger.com info-ru@schneeberger.com info-es@schneeberger.com

www.schneeberger.com

www.schneeberger.com

SCHNEEBERGER COMPANIES

SWITZERLAND GERMANY ITALY USA INDIA

JAPAN CHINA KOREA SINGAPORE TURKEY

SCHNEEBERGER MINERAL CASTING A.MANNESMANN A MEMBER OF 
SCHNEEBERGER LINEAR TECHNOLOGY

CZECH REPUBLIC CHINA GERMANY

SCHNEEBERGER SALES DEPARTMENTS

AUSTRIA AND 
SOUTH EAST EUROPE

BENELUX DENMARK, SWEDEN FRANCE GREAT BRITAIN

ISRAEL POLAND, SLOVAKIA,
CZECH REPUBLIC

RUSSIA, BELARUS, 
UKRAINE

SPAIN, PORTUGAL,
ANDORRA

A.MANNESMANN
A member of  
SCHNEEBERGER linear technology

PROSPECTUSES
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• CUSTOMIZED BEARINGS

• GEAR RACKS

• LINEAR BEARINGS AND RECIRCULATING UNITS

• MINERAL CASTING SCHNEEBERGER

• MINISLIDE MSQSCALE

• MINI-X   MINIRAIL / MINISCALE PLUS / MINISLIDE

• MONORAIL AND AMS PROFILED LINEAR GUIDEWAYS 

WITH INTEGRATED MEASURING SYSTEM

• MONORAIL AND AMS APPLICATION CATALOG

• SCHNEEBERGER BALL SCREWS SBS

• POSITIONING SYSTEMS

• SLIDES

i

www.schneeberger.com

www.schneeberger.com/contact

https://www.schneeberger.com/en/downloads/
https://www.schneeberger.com/en/downloads/
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